
   大阪大学未来戦略機構 次世代研究型総合大学研究室  
Division for the Study of Next-Generation Research University 

Kei HIRAI, Ph.D.（人間科学） 

人間科学部助手 
人間科学研究科助教 

専門分野の研究：がん医療における行動科学研究 
人間の心理・行動に関する科学的理解：行動変容と意思決定 

コミュニケーションデザイン・
センター（CSCD） 

学内派遣 

大型教育研究プロジェクト支援室 
統括マネージャー補佐 

「研究室」での教育研究 
 卒論・修論の指導。学生達との共同研究の企
画・立案・実施。臨床系の研究室であったた
め現場のフィールド探しに奔走。多職種協働
領域での「営業力」を身につける 

 「研究室」という部局末端でのいろいろな不
合理な経験 

大学全体を変えなければ目の前の問
題は解決できないのではないか？ 

異分野融合研究の経験・（多職種）研究マネジメントの経験 
 がん患者の心理・行動という共通のテーマの下に多職種・マル
チディスプリンによる研究プロジェクトの遂行 

 厚生労働省科研の分担研究者と主任研究者のチャンスを得る 
 共同研究者からソーシャルマーケティングを学ぶ 

未来戦略機構 次世代研究型総合大学研究室 
未来戦略機構 戦略企画室IRチーム 
大型教育研究プロジェクト支援室 

全学横断大学院教育プロ
グラムの開発・運営 
学内マーケティングプロ
ジェクト 

全学プロジェクトの企画業務 
 文部科学省事業博士課程教育リーディングプログラム、複
合領域プログラムの申請書作成コンサルテーション 

 文部科学省事業研究大学強化推進事業、申請書作成（コン
セプト開発・全体の取りまとめ）・ヒアリング資料作成支
援 

 未来戦略機構戦略企画室IRチームのメンバーとなる：研究
力評価の業務、RU11メトリックス検討委員会など 

 リーディングフォーラム2013事務局長：企画運営 
 文部科学省事業スーパーグローバル大学創成事業 申請書作
成・ヒアリング資料作成・プログラム立ち上げ後の企画業
務 

 H28概算要求評価指標作成のコンサルテーション 

博士課程教育リーディングプログラム「超域いイノベ
ーション博士課程プログラム」の企画・立ち上げ 
 コンセプト開発・人材発掘・プログラム設計・ペ
ーパーワーク 

 採択後のプロジェクトマネジメント 

サイエンス 
コミュニケーター 

黎明期 

行動科学のディスプリン 

大阪大学人間科学部卒業 
人間科学研究科退学（行動学専攻

） 

Universality 

Experience 
&Expertise 
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専門性 

スキル 

社会と大学の価値を最大化する 
Value Maximization 

Q：教員・事務職員・URAとはどんな人たちか？ 
教員 
 自治会の構成員であり、「組織の利益」を考えることが苦手である。 
 会議は誰が決めたかわからない、責任回避のためのもの。 
 「自らがやりたいことができる」環境の維持と確保が部局・大学執行部の
仕事であると感じている。 

事務職員 
 責任を取りたくても取れない制度の中で仕事をしている（”できる事務の
人”はこっそりと責任を取り仕事をしている）。 

 決まったことを忠実に実行する＝それが組織のための仕事である。 
URA 
 自らの学術活動・経験で身につけた専門性・汎用的スキルを用いて研究者
の支援（研究資金の獲得等）を行なう専門職であると感じている。 

 一方で、専門職として組織からうまく使われていないのではないかと感じ
ている。 

大学マネジメントの組織行動論 
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